
 

6
6
-
5
-
1
の
範
囲

赤
線
，
赤
枠
に
て
示
す
 

6
6
-
1
3
-
1
に
て
整
理

6
6
-
5
-
3
に
て
整
理

6
6
-
1
9
-
1
に
て
整
理

　
6
6
-
5
-
3
に
て
整
理

遠
隔
空
気
駆
動
弁
操
作
用
ボ
ン
ベ
に
よ
り
駆
動
空
気
を
確
保
し
，
中
央
制
御
室
か
ら
Ａ
Ｏ
弁
を

操
作
し
た
場
合
の
系
統
状
態
を
示
す
。

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１

■ ・
▼ ・
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コメントNo.126　TS25回答資料
令和2年7月3日

1

t0778977
四角形

t0778977
四角形

t0778977
折れ線

t0778977
折れ線

t0778977
折れ線

t0778977
折れ線

t0778977
折れ線

t0778977
折れ線

t0778977
多角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形

t0778977
多角形

t1114511
多角形

t1114511
四角形

T8002131
線



6
6
-
5
-
3
に
て
整
理

6
6
-
1
9
-
1
に
て
整
理

6
6
-
1
3
-
1
に
て
整
理

6
6
-
5
-
1
の
範
囲

赤
線
，
赤
枠
に
て
示
す
 

6
6
-
5
-
3
に
て
整
理

遠
隔

空
気
駆
動
弁
操
作
用
ボ
ン
ベ
に
よ
り
電
磁
弁
排
気
ポ
ー
ト
へ
駆
動
空
気
を
供
給
し
，

Ａ
Ｏ
弁
を
操
作
し
た
場
合
の
系
統
状
態
を
示
す
。
 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１

・・

・
・

66-5-1

コメントNo.126　TS25回答資料
令和2年7月3日

2

t0778977
四角形

t0778977
四角形

t0778977
多角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形

t0778977
折れ線

t0778977
折れ線

t0778977
折れ線

t0778977
折れ線

t0778977
折れ線

t0778977
折れ線

t0778977
四角形

t0778977
折れ線

t0778977
多角形

t1114511
多角形

t1114511
四角形



6
6
-
5
-
1
の
範
囲

赤
線
，
赤
枠
に
て
示
す
 

6
6
-
1
9
-
1
に
て
整
理

6
6
-
1
3
-
1
に
て
整
理

6
6
-
5
-
3
に
て
整
理

6
6
-
5
-
3
に
て
整
理

遠
隔
空
気
駆
動
弁
操
作
用
ボ
ン
ベ
に
よ
り
駆
動
空
気
を
確
保
し
，
中
央
制
御
室
か
ら
Ａ
Ｏ
弁
を

操
作
し
た
場
合
の
系
統
状
態
を
示
す
。
 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１

■
▼ ・

・

66-5-1

コメントNo.126　TS25回答資料
令和2年7月3日

3

t0778977
四角形

t0778977
多角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形

t0778977
折れ線

t0778977
折れ線

t0778977
折れ線

t0778977
折れ線

t0778977
折れ線

t0778977
折れ線

t0778977
四角形

t0778977
折れ線

t0778977
多角形

t1114511
多角形

t1114511
四角形

T8002131
線



6
6
-
5
-
3
に
て
整
理

6
6
-
1
3
-
1
に
て
整
理

6
6
-
1
9
-
1
に
て
整
理

6
6
-
5
-
1
の
範
囲

赤
線
，
赤
枠
に
て
示
す
 

6
6
-
5
-
3
に
て
整
理

現
場
か
ら
遠
隔
手
動
操
作
設
備
に
て
Ａ
Ｏ
弁
を
操
作
し
た
場
合
の
系
統
状
態
を
示
す
。
 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１

▼
■ ・

・

・・

66-5-1
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t0778977
四角形

t0778977
多角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形

t0778977
折れ線

t0778977
折れ線

t0778977
折れ線

t0778977
折れ線

t0778977
折れ線

t0778977
折れ線

t0778977
四角形

t0778977
折れ線

t0778977
多角形

t1114511
多角形

t1114511
四角形

T8002131
線



6
6
-
5
-
3
に
て
整
理

6
6
-
1
3
-
1
に
て
整
理

6
6
-
1
9
-
1
に
て
整
理

6
6
-
5
-
1
の
範
囲

赤
線
，
赤
枠
に
て
示
す
 

6
6
-
5
-
3
に
て
整
理

遠
隔
空
気
駆
動
弁
操
作
用
ボ
ン
ベ
に
よ
り
駆
動
空
気
を
確
保
し
，
中
央
制
御
室
か
ら
Ａ
Ｏ
弁
を

操
作
し
た
場
合
の
系
統
状
態
を
示
す
。

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１

▼
■

・
・

66-5-1
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5

t0778977
四角形

t0778977
多角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形

t0778977
折れ線

t0778977
折れ線

t0778977
折れ線

t0778977
折れ線

t0778977
折れ線

t0778977
四角形

t0778977
折れ線

t0778977
折れ線

t0778977
多角形

t1114511
多角形

t1114511
四角形

T8002131
線



6
6
-
5
-
2
の
範
囲

赤
線
，
赤
枠
に
て
示
す
 

6
6
-
1
3
-
1
に
て
整
理

6
6
-
5
-
3
に
て
整
理

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１
遠
隔
空
気
駆
動
弁
操
作
用
ボ
ン
ベ
に
よ
り
駆
動
空
気
を
確
保
し
中
央
制
御
室
か
ら
Ａ
Ｏ
弁
を

操
作
し
た
場
合
の
系
統
状
態
を
示
す
。
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t0778977
四角形

t0778977
四角形

t0778977
多角形

t0778977
多角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形

t1114511
四角形



6
6
-
1
3
-
1
に
て
整
理

6
6
-
5
-
3
に
て
整
理

6
6
-
5
-
2
の
範
囲

赤
線
，
赤
枠
に
て
示
す
 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１
遠
隔
空
気
駆
動
弁
操
作
用
ボ
ン
ベ
に
よ
り
電
磁
弁
排
気
ポ
ー
ト
へ
駆
動
空
気
を
供
給
し
Ａ
Ｏ
弁
を

操
作
し
た
場
合
の
系
統
状
態
を
示
す
。

66-5-2
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令和2年7月3日
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t0778977
四角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形

t0778977
多角形

t0778977
多角形

t1114511
四角形



6
6
-
5
-
3
に
て
整
理

6
6
-
1
3
-
1
に
て
整
理

6
6
-
5
-
2
の
範
囲

赤
線

，
赤
枠
に
て
示
す
 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１
遠
隔
空
気
駆
動
弁
操
作
用
ボ
ン
ベ
に
よ
り
駆
動
空
気
を
確
保
し
，
中
央
制
御
室
か
ら
Ａ
Ｏ
弁
を

操
作
し
た
場
合
の
系
統
状
態
を
示
す
。

▼ ▲

■ ・
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t0778977
四角形

t0778977
四角形

t0778977
多角形

t0778977
多角形

t0778977
四角形

t0778977
四角形

t1114511
四角形

T8002131
線

T8002131
線

T8002131
線

T8002131
線

T8002131
線

T8002131
線

T8002131
線
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可
搬
型
代
替
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流
電
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設
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 ①
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１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 

目
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運
転
上
の
制
限
 ③

 

可
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代
替
交
流
電
源
設
備
 

可
搬
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に
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系
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運
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電
源
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※
１
：
動
作
可
能
と
は
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緊
急
用
電
源
切
替
箱
接
続
装
置
，
動
力
変
圧
器
Ｃ
系
，
Ａ
Ｍ
用
動
力
変
圧
器
及
び

代
替
原
子
炉
補
機
冷
却
系
に
接
続
で
き
る
こ
と
を
含
む
。
 

※
２
：
電

源
車
は
，
荒
浜
側
高
台
保
管
場
所
及
び
大
湊
側
高
台
保
管
場
所
に
分
散
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

※
３
：
代

替
原
子
炉
補
機
冷
却
系
に
接
続
す
る
電
源
車
の
所
要
数
は
１
台
×
２
で
あ
る
。
 

※
４
：「

６
６
－
１
２
－

７
 
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
を
定
め
る
。
 

 
 （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
 ⑦

 
頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
電
源
車
を
起
動
し
，
運
転
状
態
（
電
圧
等
）
に
異
常
の
な
い

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

２
年
に
１
回
 

電
気
機
器
Ｇ
Ｍ
 

２
．
電

源
車
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

モ
バ
イ
ル
 

設
備
管
理
Ｇ
Ｍ
 

          

 
①

 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
七
条
（
１
．
１
４
）
が
該
当
す
る
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②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
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機
器
（
添
付
－
１
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③
 
以

下
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条
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要
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運
転

段
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に
お

い
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維

持
で
き
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よ

う
，

可
搬

型
重

大
事
故

等
対

処
設

備
で

あ
る

可

搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
電
源
系
２
系
列
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
（
保

安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 
 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
七
条
（
１
．
１
４
）

 
「
電
源
設
備
（
手
順
等
）」

で
は
，
電
源
が
喪
失
し
た
こ
と
に
よ
り
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い

て
炉
心
の
著
し
い
損
傷
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
，
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷

及
び

運
転
停

止
中
に

お
け
る
原

子
炉

内
の

燃
料
体

の
著
し
い

損
傷

を
防

止
す
る

た
め
に
必

要
な

電
力

を
確

保
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
置
す
る
（
手
順
を
定
め
る
）
こ
と
。

 
 

④
 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
電
源
系
は
，
非
常
用
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
に
重
大
事
故
等
の
防
止
・
緩

和
に

必
要
な

設
備

に
対
し

給
電

を
行

う
た

め
に

必
要
な

設
備

で
あ

り
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原
子

炉
内
に

燃
料
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荷
さ

れ
て
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る
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使
用

済
燃
料

プ
ー
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照
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た
燃
料
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蔵
し

て
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能
維

持
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と

し
て

適
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す
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必
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が
あ
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と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
及

び
燃
料
交
換
」
と
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 
 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 
 

⑥
 
電
源
車
は
，
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
う
ち
可
搬
型
代
替
電
源
設
備
（
原
子
炉
建
屋
の
外
か
ら
電
気
を

供
給
す
る
も
の
）
で
あ
り
２
Ｎ
要
求
設
備
に
該
当
す
る
。
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
最
低
限
必

要
な

設
備
に

電
力

を
供
給

で
き

る
容

量
を

有
す

る
も
の

１
セ

ッ
ト

２
台

と
し

て
，
２

セ
ッ

ト
４

台
を

所
要

数

と
す
る
。
な
お
，
代
替
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
に
接
続
す
る
電
源
車
は
１
セ
ッ
ト
１
台
と
し
て
，
２
セ
ッ
ト
２

台
を
所
要
数
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
）
，
添
付
－
１
，
２
）
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適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
２
） 

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 
項
目
１
が
該
当
。

 
「

保
安

規
定
変

更
に
係

る
基
本

方
針

」
の
可

搬
型
重

大
事
故

等
対

処
設
備

の
サ
ー

ベ
ラ
ン

ス
頻

度
の
考

え
方
に
基
づ
き
２
年
に
１
回
，
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。

 
 ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。
）

 
項
目
２
が
該
当
。

 
「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻
度
の
考
え
方
に
基

づ
き
可
搬
型
設
備
は
３
ヶ
月
に
１
回
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
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57-9-48 

6 号炉（7 号炉も同じ） 

 

 

図 57-9-25 単線結線図＿代替原子炉補機冷却系〔48 条〕 

  

  

（その１） （その２） 

添付-1-(2)　SA57条まとめ資料66-12-2の範囲
赤枠にて示す 

66-5-4にて整理

代替原子炉補機冷却系の所要数は２系列であり，代替原子炉補機冷却系１
系列あたりに必要な電源車は１台であることから，電源車の所要数は２台
となる。

Ｎ＝１台 Ｎ＝１台

電源車所要数：１Ｎ×２＝２台

代替原子炉補機冷却系所要数：
１Ｎ×２＝２系列

Ｎ＝１系列 Ｎ＝１系列

66-12-2
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令和2年7月3日
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四角形
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四角形

t1114511
四角形
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備

考
 

 表
６
６
－
１
４
 
運
転
員
が
中
央
制
御
室
に
と
ど
ま
る
た
め
の
設
備
 

 ６
６
－
１
４
－
１
 
中
央
制
御
室
の
居
住
性
確
保
①
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 
②
 

運
転
上
の
制
限
 
③
 

被
ば

く
 

低
減
設
備
 

（
１
）
中
央
制
御
室
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
に
よ
る
加
圧
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
 

（
２
）
中
央
制
御
室
待

避
室
陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
に
よ
る

加
圧
系
が
動
作
可

能

で
あ
る
こ
と

※
２
 

（
３

）
デ
ー
タ
表
示
装
置
（
待
避
室
），

中
央
制
御
室
待
避
室
遮
蔽
（
可
搬
型
），

差
圧
計
及

び
酸
素
濃
度
・
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

そ
の
他
設
備
 

可
搬
型
蓄
電
池
内
蔵
型
照
明
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

適
用

さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

④
 

設
 
備
 
⑤
 

所
要
数
 
⑥
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温

停
止
 

中
央
制
御
室
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
（
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
）
 

２
台
 

中
央
制
御
室
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
（
ブ
ロ
ワ
ユ
ニ
ッ
ト
）

 
４
台
 

中
央
制
御
室
待
避
室
陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
 

１
７
４
本
 

デ
ー
タ
表
示
装
置
（
待
避
室
）

 
１
台
 

中
央
制
御
室
待
避
室
遮
蔽
（
可
搬
型
）
 

１
式
 

酸
素
濃
度
・
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
 

２
個
 

差
圧
計
 

２
個
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温

停
止
 

冷
温

停
止
 

燃
料

交
換
 

可
搬
型
蓄
電
池
内
蔵
型
照
明
 

２
個
 

衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
 

※
４
 

無
線
連
絡
設
備
（
常
設
）
 

※
４
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
５
 

※
１
：
陽
圧
化
に
必
要
な
バ
ウ
ン
ダ
リ

※
３
，
弁
，
配
管
，
ダ
ク
ト
及
び
ダ
ン
パ
を
含
む
。
ま
た
，
ダ
ク
ト
及

び
ダ
ン
パ
等
の
故
障
に
よ
り
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
は
，
「
第
５
７
条

 
中
央
制
御
室

非
常
用
換
気
空
調
系
」
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
２
：
陽

圧
化
に
必
要
な
バ
ウ
ン
ダ
リ

※
３
，
弁
及
び
配
管
を
含
む
。
 

※
３
：
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
一
時
的
な
開
放
に
つ
い
て
は
，
速
や
か
に
バ
ウ
ン
ダ
リ
機
能
を
復
旧
で
き
る
状
態
に

管
理
さ
れ
て
い
れ
ば
，
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
４
：「

６
６
－
１
７
－
１
 
通
信
連
絡
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

  
※
５
：「

６
６
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

 
①

 
設
置
許
可
規
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
九
条
（
１
．
１
６
）
が
該
当
す
る
。

 
 ②

 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 
 

 
③

 
以

下
の

条
文

要
求

が
運
転

段
階

に
お

い
て

も
維

持
で
き

る
よ

う
，

中
央

制
御

室
可
搬

型
陽

圧
化

空
調

機

に
よ
る
加
圧
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
，
中
央
制
御
室
待
避
室
陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
に
よ
る

加
圧
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
，
並
び
に
デ
ー
タ
表
示
装
置
（
待
避
室
）
等
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で

あ
る

こ
と
を

運
転

上
の
制

限
と

す
る

。
な

お
，

中
央
制

御
室

は
６

号
炉

及
び

７
号
炉

共
用

で
１

つ
で

あ

り
，
上
記
の
運
転
上
の
制
限
は
中
央
制
御
室
あ
た
り
の
要
求
で
あ
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方

針
４
．
３
（
１
）
）

 
ま
た
，
資
機
材
搬
入
に
伴
う
ハ
ッ
チ
，
扉
等
の
一
時
的
な
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
開
放
に
つ
い
て
は
，
要
員
を

配
置

す
る
等

速
や

か
に

バ
ウ
ン

ダ
リ

機
能

を
復

旧
で
き

る
状

態
に

管
理

さ
れ

て
い
れ

ば
，

運
転

上
の

制

限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 
 

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
九
条
（
１
．
１
６
）

 
「
原
子
炉
制
御
室
（
の
居
住
性
に
関
す
る
手
順
等
）」

と
し
て
，
重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て

も
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
構
成
す
る
も
の
を
除
く
。）

が
有
す
る
原

子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
機
能
が
損
な
わ
れ
た
場
合
を
除
く
。）

運
転
員
が
と
ど
ま
る

た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
置
す
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 
 な
お
，
通
信
連
絡
に
係
わ
る
設
備
は
，
６
６
－
１
７
－
１
（
通
信
連
絡
設
備
）
に
て
整
理
す
る
。

 
 ④

 
中

央
制

御
室

可
搬

型
陽
圧

化
空

調
機

に
よ

る
加

圧
系

，
中
央

制
御

室
待

避
室

陽
圧
化

装
置

（
空

気
ボ

ン

ベ
）
に
よ
る
加
圧
系
，
そ
の
他
陽
圧
化
時
の
監
視
計
器
や
中
央
制
御
室
待
避
室
に
配
備
す
る
設
備
に
つ
い

て
は
，
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
運
転
員
が
と
ど
ま
る
た
め
に
必
要
な
設
備
（
被
ば
く

評
価
に
お
い
て
期
待
し
て
い
る
設
備
）
で
あ
る
。
運
転
停
止
中
／
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
有
効
性
評
価
に

て
，

炉
心
損

傷
又

は
使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
燃

料
損
傷

に
至

る
こ

と
が

な
い

こ
と
を

示
し

て
い

る
よ

う

に
，

冷
温
停

止
中

は
被
ば

く
の

原
因

と
な

る
大

量
の
放

射
性

物
質

放
出

を
伴

う
事
象

が
発

生
す

る
可

能

性
は
低
い
た
め
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。

 
可

搬
型

蓄
電

池
内

蔵
型
照

明
は

，
重

大
事

故
等

が
発
生

し
た

場
合

に
お

い
て

も
運
転

員
が

と
ど

ま
る

た

め
に
必
要
な
設
備
（
被
ば
く
評
価
に
お
い
て
期
待
し
て
い
る
設
備
以
外
）
で
あ
り
，
中
央
制
御
室
照
明
が

機
能
喪
失
し
た
際
に
は
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温

停
止
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
」
と
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
）
）

 
 ⑤

 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 
 ⑥

 
中
央
制
御
室
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
り
，
中
央
制
御
室
の
居
住
性
を
確
保
す
る

た
め

に
必
要

な
台

数
と
し

て
，

フ
ィ

ル
タ

ユ
ニ

ッ
ト
は

６
号

炉
及

び
７

号
炉

そ
れ
ぞ

れ
１

セ
ッ

ト
１

台

の
計

２
台
及

び
ブ

ロ
ワ
ユ

ニ
ッ

ト
は

６
号

炉
及

び
７
号

炉
そ

れ
ぞ

れ
１

セ
ッ

ト
２
台

の
計

４
台

を
所

要

数
と
す
る
。

 
中
央
制
御
室
待
避
室
陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
は
，
中
央
制
御
室
待
避
室
の
居
住
性
を
確
保
す
る
た

め
に
必
要
な
容
量
と
し
て
，
工
事
計
画
認
可
申
請
書
に
基
づ
き
１
７
４
本
を
所
要
数
と
す
る
。

 
デ
ー
タ
表
示
装
置
（
待
避
室
）
は
，
中
央
制
御
室
待
避
室
に
待
避
中
の
運
転
員
が
プ
ラ
ン
ト
パ
ラ
メ
ー
タ

の
監
視
を
行
う
た
め
に
必
要
な
台
数
と
し
て
，
１
台
を
所
要
数
と
す
る
。

 
中
央
制
御
室
待
避
室
遮
蔽
（
可
搬
型
）
は
，
中
央
制
御
室
待
避
室
の
遮
蔽
に
必
要
と
な
る
１
式
を
所
要
数

         コ
メ
ン
ト

Ｎ
ｏ

．１
２
８
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備

考
 

 表
６
６
－
１
６
 
緊
急
時
対
策
所
 

 ６
６
－
１
６
－
１
 
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
確
保
（
対
策
本
部
）
 ①

 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 

目
 
②
 

運
転
上
の
制
限
 ③

 

被
ば
く
 

低
減
設
備
 

（
１
）
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
）
陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン

ベ
）
に
よ
る
加
圧
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
 

（
２
）
５
号
炉
原
子
炉

建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
）
二
酸
化
炭
素
吸
収
装
置
の

所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

（
３
）
５
号
炉
原
子
炉

建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
）
可
搬
型
外
気
取
入
送
風
機

及
び
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
に
よ
る
加
圧
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
２
 

（
４
）
差
圧
計
（
対
策
本
部
），

酸
素
濃
度
計
（
対
策
本
部
）
及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
（
対

策
本
部
）
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

そ
の
他
設
備
 

可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
対
策
本
部
）
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

適
用

さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

④
 

設
 
備
 
⑤
 

所
要
数

※
４
 ⑥

 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温

停
止
 

５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
）
陽
圧
化
装

置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
 

１
２
３
本
 

５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
）
二
酸
化
炭

素
吸
収
装
置
 

１
台
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温

停
止
 

冷
温

停
止
 

燃
料

交
換
 

５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
）
可
搬
型
外

気
取
入
送
風
機
 

２
台
 

５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
）
可
搬
型
陽

圧
化
空
調
機
 

１
台
 

差
圧
計
（
対
策
本
部
）
 

１
個
 

酸
素
濃
度
計
（
対
策
本
部
）
 

１
個
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計
（
対
策
本
部
）
 

１
個
 

可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
対
策
本
部
）
 

１
台
 

可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

 
※
５
 

※
１

：
陽
圧
化
に
必
要
な
バ
ウ
ン
ダ
リ

※
３
，
弁
及
び
配
管
を
含
む
。
 

※
２
：
陽
圧
化
に
必
要
な
バ
ウ
ン
ダ
リ

※
３
及
び
ダ
ク
ト
を
含
む
。
 

※
３
：
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
一
時
的
な
開
放
に
つ
い
て
は
，
速
や
か
に
バ
ウ
ン
ダ
リ
機
能
を
復
旧
で
き
る
状
態
に

管
理
さ
れ
て
い
れ
ば

，
運
転
上

の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い

。
 

※
４
：
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時

対
策
所
（
対
策
本
部
）
あ
た
り
の
合
計
所
要
数
。
 

※
５
：「

６
６
－
１
５
－
１
 
監
視
測
定

設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

 
①

 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
六
十
一
条
（
１
．
１
８
）
が
該
当
す
る
。

 
 ②

 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 
 ③

 
以

下
の
条

文
要

求
が

運
転

段
階

に
お
い

て
も

維
持

で
き

る
よ

う
，
５

号
炉

原
子

炉
建

屋
内

緊
急
時

対
策
所

（
対
策
本
部
）
陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
に
よ
る
加
圧
系
及
び
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所

（
対

策
本

部
）

可
搬

型
外

気
取

入
送
風

機
及

び
可

搬
型

陽
圧

化
空
調

機
に

よ
る

加
圧

系
が

動
作
可

能
で
あ

る
こ
と
並
び
に
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
）
二
酸
化
炭
素
吸
収
装
置
等
の
所
要
数

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
な
お
，
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
対

策
本
部
）
は
６
号
炉
及
び
７
号
炉
共
用
で
１
つ
で
あ
り
，
上
記
の
運
転
上
の
制
限
は
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内

緊
急
時
対
策
所
（
対
策
本
部
）
あ
た
り
の
要
求
で
あ
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 
 
ま
た
，
一
時
的
な
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
開
放
に
つ
い
て
は
，
要
員
を
配
置
す
る
等
速
や
か
に
バ
ウ
ン
ダ
リ
機
能

を
復
旧
で
き
る
状
態
に
管
理
さ
れ
て
い
れ
ば
，
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 
 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
六
十
一
条
（
１
．
１
８
）

 
「
緊
急
時
対
策
所
（
の
居
住
性
に
関
す
る
手
順
等
）」

で
は
，
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て

も
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
要
員
が
と
ど
ま
り
，
必
要
な
指
示
を
行
う
と

と
も
に
，
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備

を
設
置
す
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 
 

な
お
，
必
要
な
指
示
及
び
通
信
連
絡
に
係
わ
る
設
備
は
，
６
６
－
１
７
－
１

（
通
信
連
絡
設
備
）
に
て

整
理
す
る
。

 
 

④
 
陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
に
よ
る
加
圧
系
及
び
二
酸
化
炭
素
吸
収
装
置
に
つ
い
て
は
，
重
大
事
故
等
が

発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
，
短
期
間
の
放
射
性
物
質
放
出
（
格
納
容
器
ベ
ン
ト
実
施
時
）
に
対
応
す
る
設
備

で
あ
り
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。
な
お
，
当
該
設
備
は

６
号
炉
及
び
７
号
炉
共
用
設
備
で
あ
る
が
，
本
条
文
は
７
号
炉
の
原
子
炉
の
状
態
に
対
し
て
定
め
る
。

 
可
搬
型
外
気
取
入
送
風
機
及
び
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
に
よ
る
加
圧
系
，
差
圧
計
，
酸
素
濃
度
計
，
二
酸
化

炭
素

濃
度

計
及

び
可

搬
型

エ
リ

ア
モ
ニ

タ
に

つ
い

て
は

，
長

期
間
の

放
射

性
物

質
放

出
に

対
応
す

る
設
備

で
あ
る
た
め
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
」

と
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 
 ⑤

 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 
 ⑥

 
陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
は
，
重
大
事
故
時
に
お
い
て
，
対
策
本
部
の
陽
圧
化
並
び
に
酸
素
濃
度
及
び

二
酸

化
炭

素
濃

度
を

活
動

に
支

障
が
な

い
範

囲
に

維
持

す
る

た
め
に

必
要

な
本

数
と

し
て

，
工
事

計
画
認

可
申
請
書
に
基
づ
き
，
１
２
３
本
を
所
要
数
と
す
る
。

 
二
酸
化
炭
素
吸
収
装
置
は
，
重
大
事
故
時
に
お
い
て
，
対
策
要
員
等
が
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
増
加
に
よ
り

 
窒
息
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
台
数
と
し
て
，
１
台
を
所
要
数
と
す
る
。
 

可
搬
型
外
気
取
入
送
風
機
は
，
必
要
な
換
気
容
量
を
有
す
る
も
の
２
台
を
所
要
数
と
す
る
。
 

可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
は
，
必
要
な
換
気
容
量
を
有
す
る
も
の
１
台
を
所
要
数
と
す
る
。

 
差

圧
計
は

，
５

号
炉

原
子

炉
建

屋
内
緊

急
時

対
策

所
の

陽
圧

化
さ
れ

た
室

内
と

周
辺

エ
リ

ア
と
の

差
圧
範

囲
を
監
視
す
る
た
め
，
１
個
を
所
要
数
と
す
る
。

 
酸

素
濃
度

計
及

び
二

酸
化

炭
素

濃
度
計

は
，

対
策

本
部

の
酸

素
濃
度

及
び

二
酸

化
炭

素
濃

度
が
活

動
に
支

障
が
な
い
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
を
測
定
す
る
た
め
，
そ
れ
ぞ
れ
１
個
を
所
要
数
と
す
る
。

 

          コ
メ
ン
ト

Ｎ
ｏ

．１
２
８
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備

考
 

 ６
６
－
１
６
－
２
 
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
確
保
（
待
機
場
所
）
 ①

 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 
②
 

運
転
上
の
制
限
 ③

 

被
ば
く
低
減
設
備
 

（
１
）
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）
陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ

ン
ベ
）
に
よ
る
加
圧
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
 

（
２
）
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機

に
よ
る
加
圧
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
２
 

（
３
）
差
圧
計
（
待
機
場
所
），

酸
素
濃
度
計
（
待
機
場
所
）
及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
計

（
待
機
場
所
）
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

そ
の
他
設
備
 

可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
待
機
場
所
）
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

 

適
用

さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

 ④
 

設
 
備
 
⑤
 

所
要
数

※
４
 ⑥

 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

５
号
炉
原
子
炉

建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）

陽
圧
化
装
置
（

空
気
ボ
ン
ベ
）
 

１
４
２
１
本
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

５
号
炉
原
子
炉

建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）

可
搬
型
陽
圧
化

空
調
機
 

２
台
 

差
圧
計
（
待
機

場
所
）
 

１
個
 

酸
素
濃
度
計
（

待
機
場
所
）
 

１
個
 

二
酸
化
炭
素
濃

度
計
（
待
機
場
所
）
 

１
個
 

可
搬
型
エ
リ
ア

モ
ニ
タ
（
待
機
場
所
）
 

１
台
 

※
１

：
陽

圧
化
に
必
要
な
バ
ウ
ン
ダ
リ

※
３
，
弁
及
び
配
管
を
含
む
。
 

※
２
：
陽

圧
化
に
必
要
な
バ
ウ
ン
ダ
リ

※
３
及
び
ダ
ク
ト
を
含
む
。
 

※
３
：
バ

ウ
ン
ダ
リ
の
一
時
的
な
開
放
に
つ
い
て
は
，
速
や
か
に
バ
ウ
ン
ダ
リ
機
能
を
復
旧
で
き
る
状
態
に

管

理
さ
れ
て
い
れ
ば
，
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
４

：
５

号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）
あ
た
り
の
合
計
所
要
数
。

 
 

    

 
①

 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
六
十
一
条
（
１
．
１
８
）
が
該
当
す
る
。

 
 ②

 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 
 ③

 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
に
お
い
て
も
維
持
で
き
る
よ
う

，
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策

所
（
待
機
場
所
）
陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
に
よ
る
加
圧
系
及
び
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対

策
所
（
待
機
場
所
）
可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
に
よ
る
加
圧
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
並
び
に
可
搬

型

エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
待
機
場
所
）
等
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

な

お
，
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）
は

６
号
炉
及
び
７
号
炉
共
用
で
１
つ
で

あ

り
，
上
記
の
運
転
上
の
制
限
は
緊
急
時
対
策
所
（
待
機
場
所
）
あ
た
り
の
要
求
で
あ
る
。（

保
安
規
定
変

更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 
 
ま
た
，
一
時
的
な
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
開
放
に
つ
い
て
は
，
要
員
を
配
置

す
る
等
速
や
か
に
バ
ウ
ン
ダ

リ

機
能
を
復
旧
で
き
る
状
態
に
管
理
さ
れ
て
い
れ
ば
，
運
転
上
の
制
限
を

満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な

さ

な
い
。

 
 ・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
六
十
一
条
（
１
．
１
８
）

 
「
緊
急
時
対
策
所
（
の
居
住
性
に
関
す
る
手
順
等
）
」
で
は
，
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い

て
も

重
大

事
故

等
に
対

処
す
る

た
め
に

必
要

な
指
示

を
行
う

要
員
が

と
ど

ま
り
，

必
要
な

指
示
を

行

う
と

と
も

に
，

発
電
所

内
外
の

通
信
連

絡
を

す
る
必

要
の
あ

る
場
所

と
通

信
連
絡

す
る
た

め
に
必

要

な
設
備
を
設
置
す
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 
 
な
お
，
必
要
な
指
示
及
び
通
信
連
絡
に
係
わ
る
設
備
は
，
６
６
－
１
７
－
１
（
通
信
連
絡
設
備
）
に
て

整
理
す
る
。

 
 

④
 
陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
に
よ
る
加
圧
系
に
つ
い
て
は
，

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お

い

て
，
短
期
間
の
放
射
性
物
質
放
出
（
格
納
容
器
ベ
ン
ト
実
施
時
）
に
対
応
す
る
設
備
で
あ
り
，
適
用
さ
れ

る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。
な
お
，
当
該
設
備
は
６
号
炉
及
び
７
号

炉
共
用
設
備
で
あ
る
が
，
本
条
文
は
７
号
炉
の
原
子
炉
の
状
態
に
対
し
て
定
め
る
。
 

可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
に
よ
る
加
圧
系
，
差
圧
計
，
酸
素
濃
度
計
，
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
，
可
搬
型
エ
リ

ア
モ
ニ
タ
に
つ
い
て
は
，
長
期
間
の
放
射
性
物
質
放
出
に
対
応
す
る
設
備
で
あ
る
た
め
，
適
用
さ
れ

る

原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変

更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 
 ⑥

 
陽
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
は
，
重
大
事
故
時
に
お
い
て
，
待
機
場
所
の
陽
圧
化
並
び
に
酸
素
濃
度
及

び
二
酸
化
炭
素
濃
度
を
活
動
に
支
障
が
な
い
範
囲
に
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
本
数
と
し
て
，

工
事

計

画
認
可
申
請
書
に
基
づ
き
，
１
４
２
１
本
を
所
要
数
と
す
る
。
 

可
搬
型
陽
圧
化
空
調
機
は
，
必
要
な
換
気
容
量
を
有
す
る
も
の
２
台
を
所
要
数
と
す
る
。
 

差
圧
計
は
，
５
号
炉
原
子
炉
建
屋
内
緊
急
時
対
策
所
の
陽
圧
化
さ
れ
た
室
内
と
周
辺
エ
リ
ア
と
の
差

圧

範
囲
を
監
視
す
る
た
め
，
１
個
を
所
要
数
と
す
る
。
 

酸
素
濃
度
計
及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
は
，
待
機
場
所
の
酸
素
濃
度
及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
活
動

に

支
障
が
な
い
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
を
測
定
す
る
た
め
，
そ
れ
ぞ
れ
１
個
を
所
要
数
と
す
る
。
 

可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
は
，
重
大
事
故
時
に
お
い
て
，
待
機
場
所

内
の
放
射
線
量
の
監
視
の
た
め
，

１

台
を
所
要
数
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
）
，
添
付
－
２
）
 

          コ
メ
ン
ト
Ｎ
ｏ

．
１

２
８
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 
 表
６
６
－
１
７
 
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
 

 ６
６
－
１
７
－
１
 
通
信
連
絡
設
備
 
①
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
 
②
 

運
転
上
の
制
限
 ③
 

通
信
連
絡
設
備
 

（
１
）
緊
急
時
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
伝
送
装
置
及
び
デ
ー
タ
伝
送
装
置
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
 

（
２
）
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
通
信
連
絡
設
備
（
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ

ム
，
I
P-
電
話
機
及
び
I
P
-
FA
X
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

（
３
）
SP
D
S
表
示
装
置
，
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
，
衛
星
電
話
設
備
（
可
搬
型
）
，
無
線
連

絡
設
備
（
常
設
），
無
線
連
絡
設
備
（
可
搬
型
），
携
帯
型
音
声
呼
出
電
話
機
及
び
５
号

炉
屋
外
緊
急
連
絡
用
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

                        

 

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
六
十
一
条
（
１
．
１
８
）
 

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
六
十
二
条
（
１
．
１
９
）
が
該
当
す
る
。
 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
す
る
系
統
・
機
器
 （
添
付
－
１
）
 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
に
お
い
て
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
通
信
連
絡
設
備
の
所
要
数
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
）
）
 

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
六
十
一
条
（
１
．
１
８
）
 

「
緊
急
時
対
策
所
(
の
居
住
性
に
関
す
る
手
順
等
)
」
と
し
て
，
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お

い
て
も
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
示
を
行
う
要
員
が
と
ど
ま
り
，
必
要
な
指
示
を

行
う
と
と
も
に
，
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
す
る
た
め
に
必

要
な
設
備
を
設
置
す
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。
［
本
項
は
通
信
連
絡
を
行
う
設
備
が
対
象
］
 

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
六
十
二
条
（
１
．
１
９
）
 

「
通
信
連
絡
を
行
う
設
備
(手
順
等
)」
と
し
て
，
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
発
電
所

内
外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る

（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
 

状
態
 ④
 

設
 
備
 
⑤
 

所
要
数
 

⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

５
号
炉
原
子
炉
建
屋

内
緊
急
時
対
策
所

（
対
策
本
部
）
 

安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示

シ
ス
テ
ム
（
S
P
D
S）
 

緊
急
時
対
策
支
援
シ
ス
テ

ム
伝
送
装
置
※
１
 

１
式
※
２
 

S
P
D
S
表
示
装
置
 

１
台
※
２
 

統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
通

信
連
絡
設
備
 

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
 
１
台
※
３
 

I
P
-
電
話
機
 

６
台
※
３
 

I
P
-
F
A
X 

２
台
※
３
 

衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
 

５
台
 

衛
星
電
話
設
備
（
可
搬
型
）
 

４
台
 

無
線
連
絡
設
備
（
常
設
）
 

４
台
 

無
線
連
絡
設
備
（
可
搬
型
）
 

２
９
台
 

携
帯
型
音
声
呼
出
電
話
機
 

２
台
 

５
号
炉
屋
外
緊
急
連
絡
用
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
 

２
台
※
４
 

７
号
炉
プ
ロ
セ
ス
計

算
機
室
 

安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示

シ
ス
テ
ム
（
S
P
D
S）
 
デ
ー
タ
伝
送
装
置
 

１
式
※
２
 

７
号
炉
中
央
制
御
室
 

衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
 

１
台
 

無
線
連
絡
設
備
（
常
設
）
 

１
台
 

携
帯
型
音
声
呼
出
電
話
機
 

３
台
 

５
号
炉
中
央
制
御
室
 
５
号
炉
屋
外
緊
急
連
絡
用
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
 

２
台
※
４
 

５
号
炉
原
子
炉
建
屋

屋
外
 

５
号
炉
屋
外
緊
急
連
絡
用
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
 

６
台
※
４
 

※
１
：
デ
ー
タ
伝
送
設
備
を
含
む
。

 
※
２
：
緊
急
時
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
伝
送
装
置
及
び
デ
ー
タ
伝
送
装
置
に
つ
い
て
は
，
Ａ
系
又
は
Ｂ
系
の
い
ず
れ
か

に
よ
り
所
内
は
有
線
系
又
は
無
線
系
回
線
，
所
外
は
有
線
系
又
は
衛
星
系
回
線
で
伝
送
可
能
で
あ
る
こ
と
を

い
う
。

 
※
３
：
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
通
信
連
絡
設
備
に
つ
い
て
は
，
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
，
I
P
-

電
話
機
又
は
I
P-
F
AX
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
有
線
系
又
は
衛
星
系
回
線
で
所
外
へ
通
信
可
能
で
あ
る
こ
と
を

い
う
。

 
※
４
：
５
号
炉
屋
外
緊
急
連
絡
用
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
に
つ
い
て
は
，
Ａ
系
又
は
Ｂ
系
の
い
ず
れ
か
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
い
う
。

 
 

    

 

④
 
通
信
連
絡
設
備
は
，
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
施
設
内
外
の
連
絡
を
行
う
た
め

に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
重
大
事
故
等
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
い
て
，
待
機

が
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷

温
停
止
及
び
燃
料
交
換
」
と
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
）
）
 

 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備
 

 

⑥
 
通
信
連
絡
設
備
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
。
工
事
計
画
認
可
申
請
書
に
お
い
て
整
理
し
た
各
場
所
に

必
要
な
個
数
を
所
要
数
と
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
）
，
添
付
－
２
）
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 
 （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
 
⑦
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
緊
急
時
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
伝
送
装
置
，
デ
ー
タ
伝
送
装

置
及
び
S
P
DS
表
示
装
置
の
伝
送
確
認
を
実
施
す
る
。
 
１
ヶ
月
に
１
回
 
計
測
制
御
Ｇ
Ｍ
 

２
．
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
通
信
連
絡
設

備
（
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
，
I
P
-電
話
機
及
び
I
P-
F
A
X）

の
通
話
及
び
通
信
機
能
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
電
子
通
信
Ｇ
Ｍ
 

３
．
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
の
通
話
機
能
を
確
認
す
る
。
 
１
ヶ
月
に
１
回
 
電
子
通
信
Ｇ
Ｍ
 

４
．
衛
星
電
話
設
備
（
可
搬
型
）
の
通
話
機
能
を
確
認
す
る
。
 
３
ヶ
月
に
１
回
 
電
子
通
信
Ｇ
Ｍ
 

５
．
無
線
連
絡
設
備
（
常
設
）
の
通
話
機
能
を
確
認
す
る
。
 
１
ヶ
月
に
１
回
 
電
子
通
信
Ｇ
Ｍ
 

６
．
無
線
連
絡
設
備
（
可
搬
型
）
の
通
話
機
能
を
確
認
す
る
。
 
３
ヶ
月
に
１
回
 
電
子
通
信
Ｇ
Ｍ
 

７
．
携
帯
型
音
声
呼
出
電
話
機
の
通
話
確
認
を
実
施
す
る
。
 
３
ヶ
月
に
１
回
 

（
７
号
炉
中
央
制
御
室
）
 

発
電
Ｇ
Ｍ
 

（
緊
急
時
対
策
所
）
 

電
子
通
信
Ｇ
Ｍ
 

８
．
５
号
炉
屋
外
緊
急
連
絡
用
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
の
通
話
機
能

を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 
電
気
機
器
Ｇ
Ｍ
 

        

 ⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）
 

ａ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。
）
 

衛
星
電
話
設
備
（
可
搬
型
）
，
無
線
連
絡
設
備
（
可
搬
型
）
及
び
携
帯
型
音
声
呼
出
電
話
機
に
つ
い

て
は
，
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」

の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻
度
の
考
え
方
に
基
づ
き
３
ヶ
月
に
１
回

に
，
通
話
確
認
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
 
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
，
無
線
連
絡
設
備
（
常
設
）
及
び
５
号
炉
屋
外
緊
急
連
絡
用
イ
ン
タ
ー
フ

ォ
ン
に
つ
い
て
は
，
通
話
確
認
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
頻
度
に
つ
い
て
は

既
存
の
保
安
規
定
設
備
（
ポ
ン
プ
，
フ
ァ
ン
等
）
の
確
認
頻
度
が
１
ヶ
月
に
１
回
で
設
定
さ
れ
て

い
る
の
で
，
そ
れ
を
準
用
し
た
対
応
と
す
る
。

 
 
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
通
信
連
絡
設
備
（
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
，
I
P
-
電
話

機
及
び
I
P
-F
A
X
）
に
つ
い
て
は
，
通
話
及
び
通
信
確
認
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
頻
度
に
つ
い
て
は
，
上
記
の
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
等
と
同
様
。

 
 
緊
急
時
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
伝
送
装
置
，
デ
ー
タ
伝
送
装
置
及
び
S
P
DS
表
示
装
置
に
つ
い
て
は
，

伝
送
確
認
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
頻
度
に
つ
い
て
は
，
上
記
の
衛
星
電
話

設
備
（
常
設
）
等
と
同
様
。
な
お
，
伝
送
確
認
で
は
，
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査

基
準
）
第
五
十
八
条
（
１
．
１
５
）
の
要
求
事
項
で
あ
る
記
録
に
つ
い
て
，
必
要
な
デ
ー
タ
の
記

録
が
で
き
る
こ
と
の
確
認
も
合
わ
せ
て
実
施
す
る
。
 

                  

                 コ
メ
ン
ト
Ｎ
ｏ
．

１
２
９
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 
 （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
 

の
状
態
 

条
 
件
 ⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨
 

完
了
時
間
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

Ａ
．
緊
急
時
対
策
支
援
シ
ス

テ
ム
伝
送
装
置
※
５
又
は

デ
ー
タ
伝
送
装
置
※
５
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

又
は
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置
※
８
を
検
討
し
，

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て

実
施
す
る
※
９
。
 

１
０
日
間
※
１
３
 

  

１
０
日
間
 

Ｂ
．
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
通

信
連
絡
設
備
※
６
が
動
作

不
能
の
場
合
 

Ｂ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

又
は
 

Ｂ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置
※
１
０
を
検
討
し
，

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て

実
施
す
る
※
９
。
 

１
０
日
間
※
１
３
 

  

１
０
日
間
 

Ｃ
．
SP
DS
表
示
装
置
※
５
が
動
作

不
能
の
場
合
 

Ｃ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

又
は
 

Ｃ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置
※
１
１
を
検
討
し
，

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て

実
施
す
る
※
９
。
 

１
０
日
間
 

  

１
０
日
間
 

Ｄ
．
動
作
可
能
な
衛
星
電
話
設

備
（
常
設
）
※
７
，
衛
星
電

話
設
備
（
可
搬
型
）
※
７
，

無
線
連
絡
設
備
（
常
設
）

※
７
，
無
線
連
絡
設
備
（
可

搬
型
）
※
７
，
携
帯
型
音
声

呼
出
電
話
機
※
７
又
は
５

号
炉
屋
外
緊
急
連
絡
用

イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
※
７
が

所
要
数
を
満
足
し
て
い

な
い
場
合
 

Ｄ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
。
 

又
は
 

Ｄ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置
※
１
２
を
検
討
し
，

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て

実
施
す
る
※
９
。
 

１
０
日
間
※
１
３
 

  

１
０
日
間
 

Ｅ
．
条
件
Ａ
か
ら
Ｄ
で
要
求
さ

れ
る
措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

Ｅ
１
．
当
直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

及
び
 

Ｅ
２
．
当
直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 

３
６
時
間
 

 

 

 

⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。
 

通
信
連
絡
設
備
は
，
１
Ｎ
要
求
で
あ
る
た
め
，
所
要
数
が
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
設

定
す
る
。
 

 

⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
）
，

（
３
）
）
 

【
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】
 

Ａ
１
．
通
信
連
絡
設
備
に
つ
い
て
所
要
数
を
満
足
さ
せ
る
。
完
了
時
間
は
，
緊
急
時
対
策
所
に
係
る
そ

の
他
設
備
と
同
様
，
保
安
規
定
第
２
７
条
（
計
測
及
び
制
御
設
備
）
の
「
事
故
時
計
装
」
の
２

つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
，
少
な
く
と
も
１
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
復
旧
す

る
た
め
に
認
め
ら
れ
て
い
る
完
了
時
間
で
あ
る
「
１
０
日
間
」
を
準
用
し
，
「
１
０
日
間
」
と

す
る
。
 

 

Ａ
２
．
通
信
連
絡
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得

て
実
施
す
る
。
完
了
時
間
は
緊
急
時
対
策
所
に
係
る
そ
の
他
設
備
と
同
様
，
保
安
規
定
第
２
７

条
（
計
測
及
び
制
御
設
備
）
の
「
事
故
時
計
装
」
の
２
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
不
能
と
な
っ

た
場
合
，
少
な
く
と
も
１
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
復
旧
す
る
た
め
に
認
め
ら
れ
て
い
る
完
了
時
間

で
あ
る
「
１
０
日
間
」
を
準
用
し
，
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。
 

 

Ｂ
１
．
，
Ａ
１
．
と
同
様
。
 

 Ｂ
２
．
，
Ａ
２
．
と
同
様
。
 

 

Ｃ
１
．
，
Ａ
１
．
と
同
様
。
 

 Ｃ
２
．
，
Ａ
２
．
と
同
様
。
 

 Ｄ
１
．
，
Ａ
１
．
と
同
様
。
 

 Ｄ
２
．
，
Ａ
２
．
と
同
様
。
 

 

Ｅ
１
．
，
Ｅ
２
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 
 
適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
 

の
状
態
 

条
 
件
 ⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨
 

完
了
時
間
 

冷
温
停
止
 

 
燃
料
交
換
 

Ａ
．
緊
急
時
対
策
支
援
シ
ス

テ
ム
伝
送
装
置
※
５
又
は

デ
ー
タ
伝
送
装
置
※
５
が
動

作
不
能
で
あ
る
場
合
 

Ａ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

及
び
 

Ａ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置
※
８
を
検
討
し
，

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て

実
施
す
る
。
 

速
や
か
に
※
１
３
 

  

速
や
か
に
 

Ｂ
．
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
通

信
連
絡
設
備
※
６
が
動
作

不
能
の
場
合
 

Ｂ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

又
は
 

Ｂ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置
※
１
０
を
検
討
し
，

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て

実
施
す
る
。
 

速
や
か
に
※
１
３
 

  

速
や
か
に
 

Ｃ
．
SP
DS
表
示
装
置
※
５
が
動
作

不
能
の
場
合
 

Ｃ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

又
は
 

Ｃ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置
※
１
１
を
検
討
し
，

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て

実
施
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

Ｄ
．
動
作
可
能
な
，
衛
星
電
話

設
備
（
常
設
）
※
７
，
衛
星

電
話
設
備
（
可
搬
型
）
※

７
，
無
線
連
絡
設
備
（
常

設
）
※
７
，
無
線
連
絡
設
備

（
可
搬
型
）
※
７
，
携
帯
型

音
声
呼
出
電
話
機
※
７
又

は
５
号
炉
屋
外
緊
急
連

絡
用
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン

※
７
が
所
要
数
を
満
足
し

て
い
な
い
場
合
 

Ｄ
１
．
当
直
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な

状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

又
は
 

Ｄ
２
．
当
直
長
は
，
代
替
措
置
※
１
２
を
検
討
し
，

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て

実
施
す
る
。
 

速
や
か
に
※
１
３
 

  

速
や
か
に
 

※
５
：
サ
ー
バ
ー
切
替
等
に
よ
る
一
時
的
な
デ
ー
タ
伝
送
停
止
は
，
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ

な
い
。
ま
た
，
所
要
の
確
認
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
を
記
録
し
，
連
絡
す
る
要
員
を
確
保
す
る
こ
と
を
条
件
に
計
画

的
に
行
う
計
画
的
保
守
及
び
機
能
試
験
に
よ
る
停
止
時
（
他
の
事
業
者
等
が
所
掌
す
る
設
備
の
点
検
及
び
試
験

に
伴
う
デ
ー
タ
伝
送
停
止
を
含
む
。）
は
，
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 
※
６
：
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
）
等
に
よ
る
通
信
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
を
条
件
に
行
う
計
画
保
守
及
び
機
能
試
験
に

よ
る
停
止
時
（
他
の
事
業
者
等
が
所
掌
す
る
設
備
の
点
検
及
び
試
験
に
伴
う
停
止
を
含
む
。
）
は
，
運
転
上
の

  

【
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
】
 

Ａ
１
．
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。

 
 Ａ
２
．
当
該
系
統
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て

“
速
や
か
に
”
実
施
す
る
。
 

 

Ｂ
１
．
，
Ｂ
２
．
，
Ａ
１
．
，
Ａ
２
．
と
同
様
。
 

 Ｃ
１
．
，
Ｃ
２
．
，
Ａ
１
．
，
Ａ
２
．
と
同
様
。
 

 Ｄ
１
．
，
Ｄ
２
．
，
Ａ
１
．
，
Ａ
２
．
と
同
様
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 
※
７
：
連
絡
要
員
の
追
加
や
，
同
種
の
通
信
機
器
の
追
加
又
は
他
種
の
通
信
機
器
等
に
よ
る
通
信
手
段
を
確
保
す
る
こ

と
を
条
件
に
行
う
計
画
保
守
及
び
機
能
試
験
に
よ
る
停
止
時
（
他
の
事
業
者
等
が
所
掌
す
る
設
備
の
点
検
及
び

試
験
に
伴
う
停
止
を
含
む
。）
は
，
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 
※
８
：
緊
急
時
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
伝
送
装
置
及
び
デ
ー
タ
伝
送
装
置
の
代
替
措
置
は
，
所
要
の
確
認
対
象
パ
ラ
メ
ー

タ
を
記
録
し
，
連
絡
す
る
要
員
を
確
保
す
る
こ
と
等
を
い
う
。

 
※
９
：
１
０
日
間
以
内
に
代
替
措
置
が
完
了
し
た
場
合
，
当
該
設
備
が
復
旧
す
る
ま
で
運
転
上
の
制
限
は
継
続
す
る

が
，
１
０
日
間
を
超
え
た
と
し
て
も
条
件
Ｅ
に
は
移
行
し
な
い
。

 
※
1
0：
統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
通
信
連
絡
設
備
の
代
替
措
置
は
，
通
信
機
器
の
補
充
等
を
い
う
。 

※
1
1
：
S
P
DS
表
示
装
置
の
代
替
措
置
は
，
連
絡
要
員
の
追
加
や
，
同
種
の
通
信
機
器
の
追
加
又
は
他
種
の
通
信
機
器

に
よ
る
通
信
手
段
の
確
保
及
び
あ
ら
か
じ
め
記
録
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
を
定
め
，
記
録
要
員
を
確
保
す
る
こ
と
等

を
い
う
。
 

※
1
2：
連
絡
要
員
の
追
加
や
，
同
種
の
通
信
機
器
の
追
加
又
は
他
種
の
通
信
機
器
に
よ
る
通
信
手
段
の
確
保
に
よ
る
措

置
を
い
う
。

 
※
1
3：
緊
急
時
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
伝
送
装
置
，
衛
星
電
話
設
備
（
常
設
），
衛
星
電
話
設
備
（
可
搬
型
）
及
び
統
合

原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
通
信
連
絡
設
備
（
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
，
I
P
-電
話
機
及
び
IP
-
F
AX
）

に
つ
い
て
は
，
原
子
炉
設
置
者
所
掌
外
の
設
備
（
通
信
衛
星
等
の
他
の
事
業
者
等
が
所
掌
す
る
設
備
）
の
故
障

等
に
よ
り
運
転
上
の
制
限
を
逸
脱
し
た
場
合
に
お
い
て
，
当
該
要
求
さ
れ
る
措
置
に
対
す
る
完
了
時
間
を
除
外

す
る
。

 

     
 
注
釈
※
８
の
解
釈
：

 
緊
急
時
対
策
所
支
援
シ
ス
テ
ム
伝
送
装
置
又
は
デ
ー
タ
伝
送
装
置
の
伝
送
停
止
（
パ
ラ
メ
ー
タ
の
記
録
不
良

含
む
）
が
発
生
し
た
場
合
，
以
下
の
措
置
を
行
う
。
な
お
，
「
所
要
の
確
認
パ
ラ
メ
ー
タ
」
と
は
，
設
置
許

可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
八
条
（
１
．
１
５
）
で
要
求
さ
れ
，
保
安
規
定
第
６
６
条

「
表
６
６
－
１
３
－
１
 
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
」
に
規
定
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
を
い
う
。
 

 
発
電
Ｇ
Ｍ
は
，
パ
ラ
メ
ー
タ
の
記
録
又
は
伝
送
不
良
が
発
生
し
た
場
合
，
状
況
に
応
じ
た
記
録
要
員
数

を
確
認
し
，
速
や
か
に
７
号
炉
中
央
制
御
室
に
配
置
す
る
。

 
 
記
録
要
員
は
，
表
６
６
－
１
３
－
１
に
規
定
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
を
所
定
の
頻
度
で
記
録
す
る
。（
所
定
の

頻
度
と
は
，
１
時
間
毎
を
目
途
と
す
る
。）

 
 
記
録
し
た
パ
ラ
メ
ー
タ
を
連
絡
す
る
た
め
の
体
制
を
構
築
す
る
。

 
 

  

     コ
メ
ン
ト
Ｎ
ｏ
．

１
２
９
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